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質 疑 

問 入江晶子委員 

令和 4 年度における女性警察官の人数はどうか。また、どのような部署に

配置されているのか。 

答 中野警務課長 

女性警察官は、令和 5 年 4 月 1 日現在、育児休暇及び産前産後休暇中の女

性警察官を含め 1,340 人であり、配置箇所に制限を設けておらず、全ての部

門に配置している。 

 問   入江晶子委員 

      令和 4 年度における女性警察官の割合についての数値目標と達成状況はど

うか。また、今後どのような方向性で進めていくのか伺う。 

 答   中野警務課長 

      県警では、千葉県警察におけるワークライフバランス等の推進のための取組

計画において、令和 6 年度までに全警察官に占める女性警察官の割合 12 パー

セントを目標としている。 

      令和 5 年 4 月 1 日時点の女性警察官の割合は、12.2 パーセントであり、2

年前倒しで数値目標を達成している。 

      次に、今後の方向性だが、警察組織の質的強化には、女性の一層の活躍が不

可欠であるので、引き続き、女性警察官の採用及び適材適所の配置等に努め

てまいる。 

意 見  入江晶子委員 

      女性警察官の割合について、「前倒しで目標を達成したこと、また、全ての

部門に制約なく配置していることについて、10 年前と比べ、大きく前進して

いると感じた。」との意見があった。 

 問   入江晶子委員 

      警察官の採用試験の点について、応募状況や倍率、傾向についてはどうか。
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また、女性警察官についての状況についても伺いたい。 

 答   中野警務課長 

      令和 4 年度までの過去 5 年間における警察官全体の応募者数は、2 万 2,307

人で減少傾向にある。 

      女性警察官については、同様に減少傾向であったところ、令和 4 年度は前年

より応募者数がやや増加したところである。 

      併せて、倍率は、令和 4年度における警察官全体の競争倍率は 3.6倍であり、

うち女性の競争倍率は 3.7 倍であった。 

 問   入江晶子委員 

      令和 4 年度の合格者数と実際に採用された人数はどのようになっているの

か。 

 答   中野警務課長 

      令和 4 年度の警察官全体の合格者数は 687 人、採用者数は 333 人となる。そ

のうち女性警察官の合格者数は 139 人、採用者数は 53 人となる。 

 問   入江晶子委員 

      主にどのような理由で辞退しているのか。 

 答   中野警務課長 

      最終合格者の中には、他の都道府県警察を含む公務員試験や民間企業の採用

試験を併願している者もおり、その結果として、本県警察の採用を辞退する

者が一定数認められるところである。 

意 見  入江晶子委員 

      県警の採用辞退について、「非常に残念な思いがあるが、引き続き魅力ある

職場ということをアピールしていくことが必要であると思う。」との意見があ

った。 

 問   入江晶子委員 

      男性職員の育休の取得状況についてはどうなっているのか。 
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 答   中野警務課長 

      県警では、千葉県警察におけるワークライフバランス等の推進のための取組

計画において、男性職員の育児休業取得率の目標を 30 パーセント以上として

いたところ、令和 4 年度中の取得率は 38.6 パーセントで目標を達成したこと

から、令和 5 年度は育児休業取得率 50 パーセント以上を目標として、引き続

き、男性職員の育児休業の取得促進に取り組んでまいる。 

要 望  入江晶子委員 

      男性職員の育児休業の取得率について、「次の目標が 50 パーセントとお聞き

したが、理想は男女ともに同じように取得することが望ましいことから、是

非、早い時期に達成し、できれば女性も男性も育休を取りやすい職場環境に

していくことに尽力いただきたい。」との要望があった。 

 問   入江晶子委員 

      女性警察官の幹部の登用状況はどうか。 

 答   中野警務課長 

      警察の階級において、警察署長や副署長等の管理職である警視、警察署の課

長職等である警部を上級幹部としており、令和 5 年 4 月 1 日現在における女

性の上級幹部は、警視が 2 人、警部が 20 人の合計 22 人となる。 

      警察官の幹部登用については、男女の区別なく同一基準の昇任試験により、

平等に機会が与えられているので、引き続き、男女の別なく、能力や適性に

応じた人事配置や各種研修の充実など、女性警察官の幹部登用に向けた取組

を進めてまいる。 

要 望  入江晶子委員 

      女性警察官の幹部登用について、「警視が 2 人、警部が 20 人という数字が多

いとは決して思わないが、知事部局と異なり、幹部登用に係る数値目標をあ

えて作らないということで、逆に捉えれば男女の機会均等が平等に保障され

ており、適材適所の配置等というところで県警の中で意識が浸透していると



【部局名 警察本部・課室名 警務部警務課】 

いう印象を持った。引き続き、特に女性警察官が働きやすい職場、全ての職

員にとっても働きやすい職場という認識の下、進めていただきたい。」との要

望があった。 


